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「大阪の高槻」 から

　　　「日本の高槻」 へ飛躍

「大阪の高槻」 から

　　　「日本の高槻」 へ飛躍

　猛威を振るった新型コロナウイルス、元日に発生
した能登半島地震、南海トラフ地震臨時情報 (巨大
地震注意 )の発表。無慈悲にも起こる災いに、平穏
な日常生活を維持することの難しさを痛感させられ
ました。行政の第一義的な使命は、まさに市民の平
穏な日常生活を守ることにあると、改めて肝に銘じ、
堅実な行政運営に努めているところです。
　さて、令和２年度に移転が決定した日本将棋連盟
の新関西将棋会館が、 いよいよ開館を迎えます。伝
統文化の振興、経済活性化、魅力発信等を企図した
「将棋のまち高槻」が新たなステージに移行します。
｢大阪の高槻」から「日本の高槻」へ、引き続き高
槻の特性を探求し、高槻の持つポテンシャルを最大
限にいかしたまちづくりを進めてまいります。皆さ
まのご理解とご協力をお願い申し上げます。

主 な 事 業 紹 介主 な 事 業 紹 介
高槻城公園の再整備高槻城公園の再整備

　かつて北摂唯一の近世城郭として重要な役割を果た
した高槻城。当時の城下町らしい歴史風情を感じるこ
とができる空間となるよう北エリアの再整備に取り組
んでいます。１期エリア(旧市民会館跡)は令和8年度中
の開園、２期エリア(高
槻警察署の移転後跡地)
は令和9年度以降の整備
を予定しています。

　かつて北摂唯一の近世城郭として重要な役割を果た
した高槻城。当時の城下町らしい歴史風情を感じるこ
とができる空間となるよう北エリアの再整備に取り組
んでいます。１期エリア(旧市民会館跡)は令和8年度中
の開園、２期エリア(高
槻警察署の移転後跡地)
は令和9年度以降の整備
を予定しています。

健康医療先進都市の推進健康医療先進都市の推進
　令和６年２月に、高槻市、大阪医科薬科大学、市医
師会、市歯科医師会、市薬剤師会の５者は、「『健康
医療先進都市』推進のための連携に関する協定」を締
結しました。全国に誇るべき医療体制をいかし、全て
の市民が健康でいきいきと暮らすことができ、質の高
い医療・介護が受けられるよう「健康」、「医療」の
施策の更なる充実に取り組み「健康医療先進都市たか
つき」の魅力を全国に発信します。
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　JR 高槻駅西口改札を出てすぐの場所に、新しい関西将棋会
館が12月3日にグランドオープンします。将棋盤をイメージし
た５階建ての会館には、棋士の対局室をはじめ、初めての人
でも楽しめる将棋道場やグッズショップなども。新たな将棋
の聖地が誕生し、数々の名勝負の歴史が高槻 に刻まれます。
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　新関西将棋会館の隣接地に ｢ 駒音公園 ｣ を整備 。公園
内に将棋駒に使われる ｢ツゲ｣ の木を植樹するほか、園
内舗装には日本古来の ｢市松模様｣ を取り入れるなど、
会館と調和のとれた魅力的で憩いと安らぎを与える空間
を創出します。
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　西口改札の地下通路の壁面は木目調を基調とし、正面
にはルーバーを施した和のデザインに。地下通路の出口
には将棋駒をモチーフにした休憩施設を整備します。
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関西将棋会館がオープン

駒音公園（R7.3開園予定）

西口改札周辺の整備

休憩所やトイレなどは武家屋敷風
にデザイン

城郭への入り口の門や城内の要所に
築かれた 櫓（やぐら）を再現

高槻城公園北エリア整備 イメージ

新たな飛躍をめざす市民の会

令和６年３月、芥川緑地プール跡地に健康づくり広場「ア
クトレ」がオープン。大阪医科薬科大学監修のもと、体力
レベルや運動目的に合わせた５つのエリアに関西最大級の
数を誇る多様な健康遊具を配置。子ども向け遊具もあり、
幅広い年齢層が楽しみながら健康づくりに親しめます。

健康づくり広場「アクトレ」

医師・薬剤師の人数

✓医師 全国７位
✓薬剤師 全国４位

高度な専門的医療

✓地域医療支援病院 (5 施設 )

✓特定機能病院 (先進的高度医療 )

✓次世代がん治療施設

中核市 1位 /62市

関西トップクラスの初期救急

関西唯一　　　　　              、365 日体制で夜間
から早朝まで内科、小児科、外科
を診療する体制整備

市内救急搬送

✓市内搬送率

✓ドクターカー (医師が救急車に同乗 )

96.4％

10万人当たり450.1人

10万人当たり268.2人

大阪医科薬科大学病院

関西 BNCT 共同医療センター

高槻島本夜間休日応急診療所

平成 18年から運用、早期の
治療開始で救命率の向上

府内トップ
全国平均 83%を大きく上回る



令和６年度令和６年度

◆  ＪＲ高槻駅南地区の再整備に向けた取組の支援
◆  高槻城公園周辺の街並みの整備
◆  災害対応の総合拠点となる「（仮称）総合防災センター」整備に向けた取組の推進
◆  　  子ども医療費の完全無償化に向けた取組の推進（令和７年４月診療分から実施）
◆      「健康医療先進都市」にふさわしい施策の更なる充実
◆  新関西将棋会館の開館に合わせたJR高槻駅周辺の環境整備、機運醸成

都市機能が充実し、 快適に暮らせるまち

安全で安心して暮らせるまち
● 中消防署富田分署及び多機能型消防団等訓練施設の運用を開始
●        大規模水害時の避難体制の充実
● 特殊詐欺被害対策を推進（　   特殊詐欺被害防止サポーターの認定、
     詐欺電話対策機器の無料貸出等）

子育て ・ 教育の環境が整ったまち

●　   「見守り付き校庭開放」を小学校５校で実施
●　　 全ての妊婦の健診費用助成を拡充
● 小中学校給食費の無償化を継続、　 食物アレルギー等を理由に弁当を
　 持参する家庭に給食費相当分を補助
● 小中学校体育館に空調設備を設置（令和７年度までに全校設置）
● 学校図書館の蔵書を計画的に増冊、各中学校区に校区学校司書を配置
● 　　全小学校に校内適応指導教室を設置、不登校等支援員を増員

●（仮称）富田地区複合施設等の基本計画を策定
● 地域公共交通に関する取組を推進（山間部の適切な交通手段の導入検討等）
● 高槻駅前線の無電柱化・美装化を推進
● 高槻城公園へのアクセス道路を整備

健やかに暮らし、 ともに支え合うまち

魅力にあふれ、 にぎわいと活力のあるまち

● 　  「芥川城跡保存活用計画」策定に着手、史跡指定地の公有化を推進
● 　　摂津峡青少年キャンプ場のリニューアルを検討
● 芥川公園を再整備（インクルーシブ遊具や乳幼児用遊具を設置）
● 農林業の６次産業化の取組を促進
● 森林の復旧、間伐や植林等の森林整備を推進
● 市独自のプレミアム付商品券（第６弾）を発行
● 　　社宅等整備促進補助金制度を拡充

良好な環境が形成されるまち

●　　 太陽光発電施設の設置に係る条例を制定し、適正な設置を誘導
●　　 阪急高槻市駅前公衆トイレのリニューアルに着手

● 　　がん患者アピアランスケア助成事業を開始
● 　　通院が困難な高齢者や障がい者を対象とした訪問歯科健診を開始
● 「（仮称）地域共生ステーション」の整備を推進
● 　　グラウンド・ゴルフ場の整備に着手

地域に元気があって市民生活が充実したまち

● コミュニティ市民会議や各地区コミュニティのまちづくり活動・防災活動を支援
●　 　犯罪被害者等の支援条例を制定し、支援制度を創設

効果的 ・ 効率的な行財政運営が行われているまち

● 自治体DXの推進（DX推進の中核を担う職員の育成等）
● 「デジタル市役所」の実現に向け行政手続きのオンライン化を推進
● ふるさと寄附金の増加を目指した取組を推進
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重 点 施 策重 点 施 策

社 会 動 態
（転入者－転出者） 市外来訪者 本市の魅力を全国に発信し、にぎわい創出

令和５年 ＋219 ＋322＋２１８

令和３年

令和４年 ＋330
＋217

＋2９6
＋2８3

＋167
＋155

子ども世代
（０～１９歳）

子育て世代
（３０歳～４９歳）

全世代

( 人 )

1.６倍
令和元年１９５万人

令和５年309万人

財 務 指 標

定住・交流促進の効果 次世代を支える健全財政の堅持

大手八幡線の整備（イメージ）

サポーター講座を受講した方に
缶バッチ、ステッカーを配布

体育館に設置された空調設備

R3安満遺跡公園全面開園

（仮称）地域共生ステーション（イメージ）

しろあと歴史館で「芥川城と三好一族」を常設展示
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全世代４年連続で増加
   特に、子ども・子育て世代増加

歳入、歳出、公営企業・外郭団体改革に全力で取り組み、将来にわたり持続可能な健全財政

借金が少ない
(市民 1人あたり )

将来負担比率が低い

府内都市 1  位 /33 市
中核市     ２ 位 /62 市
府内都市 1  位 /33 市
中核市     ２ 位 /62 市

昭和58年度以降
41年連続して
昭和58年度以降
41年連続して

黒字決算黒字決算
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